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入社おめでとうございます。 

本日クラレグループに、初々しく期待に燃えた目を輝かせた新入社員の皆さんをこのよう

にたくさん、迎えることができて本当に嬉しく思います。 

クラレグループを代表して挨拶を申し上げます。 

皆さんは、今日からクラレグループの一員として社会人生活をスタートいたしました。大き

な希望と若干の不安な気持ちを持って、ここに座っていることと思います。 

 

そんな皆さんにまずお尋ねしたいのは、皆さんは何のためにクラレで働きますか？という

ことです。 

→お金を稼ぐためとか、お金を稼いで生活するため、という答えや 

→お金を稼いで自立した生活をして、色々と面白いこと、興味のあることに取り組み 

たい、或いは 

→社会人として立派な人になりたいとか、社会に貢献できる仕事をしたい 

など、色々な答えが返ってくることでしょう。 

 

確かに皆さんの先輩である我々は、生活の糧を得るために働いています。しかし、これを

もっと高いレベルで捉え直すと、我々は幸せになるために、幸せな生活、幸せな人生を送る

ために、クラレグループで働いているのだと思います。そのような会社で、病気だったり怪我

であったり、不幸になるようなことが有ってはならないと思います。私はクラレグループを、そ

ういうことが無い、そういうことが起こらない職場・企業グループにしたいと考えています。 

 

クラレグループでは生産活動に携わる従業員の皆さんが安全に働ける設備や機械を設

置し、もっと安全な設備となるよう改善活動や投資を行っており、更には全社員が安心して

働ける明るい職場環境の整備と制度の充実に取り組んでいます。そしてクラレグループは

その生産活動によって近隣住民の皆様の生活環境に影響を及ぼすことが無いよう、安全

安定な生産活動を追求し、排出物や騒音の低減などの環境保全活動を推進しています。 

 

更にクラレグループは、良き企業市民として世界の皆様から認められ、評価していただけ

るよう企業ステートメントを制定しています。このステートメントには大きく３つ、「私たちの使

命」｢私たちの信条｣「私たちの誓約」を掲げ、それぞれに具体的な内容と考え方を説明して、

企業活動に際して全社員がもつべき判断基準と、なすべき行動を考える拠り所として活用

できるよう努めています。その中には当然、法律の遵守や持つべき道徳意識も強く謳ってい

ご参考 



るわけですが、にもかかわらず当社グループは昨年、今年と２度にわたって公正取引委員

会の立ち入り検査を受けたことは、大変悔しく残念な事であります。 

クラレグループは法律違反をしてまで利益を追求している会社では決してありません。１

度目の立ち入り検査を受けて、私は全グループ社員に対して「法律違反をして得るような利

益はいらないんだ！法律違反をしないと利益を上げられないような事業はやめるべきなん

だ！」という強いメッセージを発信しております。このメッセージ発信を起点として再発防止

策に取り組んできたわけですが、そのような活動の中にあって、それでも過去から続いてき

たしがらみを断ち切れず、悪いことだと思いながら続けてしまった部署があり、社員がいたと

いうことです。 

 

このようなことが２度と起こらないよう、改めてグループを挙げた法令遵守の徹底とガバ

ナンスのレベルアップを図る活動に全力で取り組んでいく考えであります。 

新しく入社した皆さんにも協力いただいて、「そこで働くことに誇りを持てる会社」を高いレベ

ルで実現できるよう、頑張りましょう！ 

 

 

さて、次にこれから皆さんが社会人生活を送る上での心構えについて、４つお話をしま

す。 

 

まず１番目は「よく聞く」ということです。 

私は４５歳から２年間、中国に駐在して衣料品縫製会社の設立と工場立ち上げをやりま

した。これは本当に苦労しましたが、一方で大変勉強になりました。私は入社以来ポリエス

テル長繊維の開発と生産管理の仕事に携わった後、子会社商社のクラレトレーディングで

２年間、経営企画の仕事をしていました。そこで突然、縫製の｢ほ｣の字も知らないような男

が、縫製会社の設立と工場の立ち上げという仕事を命じられたのです。 

また中国での会社設立はクラレグループでも初めての経験でしたので、とにかく皆さんに

教えてもらうしかありません。中国のたくさんの役所・税関・銀行・電力会社や建築会社、そ

して縫製した製品を納めるお客様・ミシンメーカーさん・設備屋さん・社内の縫製担当者・コ

ンサルタント会社など、周りの全ての方々に頭を下げて教えてもらいました。そしてその教え

を実行してみて、壁にぶち当たると自分なりに考えて、それからまた教えてもらうという繰り

返しでした。この経験を通して私は、知らないことを聞くのはまったく恥ずかしくなくなりました。

また、率直に頭を下げて教えを請えば、大多数の人はそれに応えて、親切に教えてくれると

いうことを学びました。「聞くは一時の恥、聞かぬは一生の恥」という言葉もあります。皆さん

もこのことを心がけてください。 

 

 

次に２番目は「仕事に取り掛かる前から、できないと言わない」ということです。 

さっきの中国に駐在した時に中国人の皆さんが色々な食べ物を経験させてくれました。そ

の際、私は「トライしてみるけど、初めての食べ物だし日本人なので食べられないかもしれな

い。その時は吐き出すけど、それは勘弁してね」と断ってから、口にしていました。結果とし



て吐き出すことはなく、セミの幼虫から豚の骨の髄液や犬の肉まで食べちゃいました。何事

も実地に経験してから、良い・悪い（好き・嫌い）の判断をしたいという私の考え方に基づく行

動でしたが、これが中国人の皆さんに評判がよく、「伊藤は食べる前から、『エー！』とか『イ

ヤだ』と言わずに、我々と一緒のものを食べよう、一緒に楽しもうと努力している」と評価して

くれました。 

仕事も同じような所があります。皆さんに与えられる仕事は皆さんの能力や仕事量をみ

ながら、上司・先輩が用意してくれるのです。それを自分ができるとかできないとか判断する

だけの経験は皆さんにはないし、そんなことを考える必要はないのです。とにかく、精一杯

取り組んでみる。わからないことは周囲の皆さんに聞きながら、必死でやってみる、その姿

勢が大事です。これは無理だと判断したら、上司・先輩が助けてくれます。或いは、もう少し

他で経験を積んでからの方がよいとなれば、仕事の順序を入れ替えてくれます。また、あな

た方がこの仕事に向いていないとなったら、配置転換も考えてくれるでしょう。でも、自分自

身は与えられた仕事から逃げずに、精一杯に取り組む。言われた瞬間は大変な仕事だと思

ったけど、少しやり始めたら意外とできたということになれば、しめたものです。言われた仕

事はとにかくできるだけ早く着手してみることが大事です。取り組む前から悩んで手を拱い

ていると、ドンドン大きな難しい仕事に見えてくるのです。 

 

 

３番目は「失敗を隠すな。失敗から逃げるな」ということです。 

皆さんはこれから仕事をして行く上で、たくさんのエラー・失敗をすると思います。今まで

十分な経験を積んでいないのですから、失敗することはある意味仕方がないこともあります。

プロ野球や高校野球でエラーした選手はどんな行動を取っていますか？自分のミスからボ

ールを敵に奪われた J リーガーはどうしていますか？必死になってボールを追いかけ、ラン

ナーの進塁を少しでも止めようとしていますね。ボールを奪い返そうと、必死になって相手を

追いかけていますよね。つまり被害を少しでも小さくしようとしているのです。 

皆さんも、失敗した時にそれ以上に被害が拡大しないように、拡大や炎上を防ぐ対策を

必死でやると同時に、できるだけ早く上司・先輩に報告することが大切です。失敗を挽回す

る場面でも経験の少ない皆さんよりは、数多く失敗を経験してきた上司・先輩の方が早くて

有効な対策案の知恵はたくさんあるはずです。 

 もし失敗しても、それから逃げずに必死に挽回しようと頑張ったり、素直にアドバイスに耳

を傾けて取り組んだりしている姿を見た上司や先輩は却って皆さんの姿勢を好感して、

色々と教えてくれたり助けてくれたりするのです。そしてそんな事を通して、皆さんに対する

信頼感ができてくるのです。 

 

 

４番目は「小さな仕事を大切に」ということです 

「そんな詰まらないことをするためにこの会社に入ったのではない」というようなことを言う

若い人がいました。しかしそれは大きな間違いです。小さな仕事もチャンとできない人に大

きな仕事を頼むはずがないのです。小さな仕事であっても誠実に取り組んでやり遂げる、こ

の積み重ねの過程で信頼を勝ち取ることができれば、少しづつ大きな仕事を任せてもらえ



るようになるのです。初めは雑用と思われるような小さな仕事も多いでしょうが、決して疎か

にせずに取り組んでください。 

 

 

４つの心構えをお話しました 

「よく聞く」ということ 

「仕事に取り掛かる前から、できないと言わない」ということ 

「失敗を隠すな。失敗から逃げるな」ということ 

「小さな仕事を大切に」ということ 

この４点を皆さん、肝に銘じて実践していただきたいと思います。 

 

 

最後にもうひとつお話をしておきます。 

皆さんは入社したばかりなので、まずは自分の健康を損ねないこと、仕事の現場で怪我

をしないことが第１です。健康管理をしっかりやりながら事業所での実習の間、大きく目を見

開いて色々なことを見ていただきたい。メーカーであるクラレの企業活動の根本である生産

活動を担う事業所で実習することは大変有意義だと思います。この実習を通して自分の目

で見ることと自分の頭でよく考えることを身に付け、１日も早く立派なクラレパーソンとして自

立できるよう頑張ってください。 

 

以上、皆さんの入社に際しての私の挨拶と激励の言葉といたします。 

 

以上 

 


